
                 

港
屋
古
名
る
す
化
進

 

え
支
を
り
く
づ
の
も
の
屋
古
名
て
つ
か

河
運
川
中
た

港
屋
古
名
び
よ
お

く
し
新
が。

る
い
て
し
と
う
ろ
わ
変
れ
ま
生

 

年
昨

四

、
月

に
頭
ふ
城
金

界
世
、
初
本
日

の
目
番
八
で

「

ド
ン
ラ
ゴ
レ

」

し
、

館
道
鉄
ア
ニ
リ

ち
た
も
ど
子
に
も
と
と

。
る
い

た
ま

ア
リ
エ
と
な

と

き
ら
び
ち
ま
に
月
十
年
昨、の

心
都
た
え
迎
を

ブ
イ
ラ
ま
し
さ
さ

24
を

通
交
上
水
ぐ
な
つ

の

に
ら
さ

、

は
に
区
地
明
港

「

ル
ク
ア
と
な
み

ス
」

ら
ら
の
初
ア
リ
エ
海
東
、
れ
さ
画
計
が

、
ど
な
る

と
な
み

ア
リ
エ

で

る
め
高
を
力
魅
の
屋
古
名

設
施

。
る
あ
つ
つ
え
増
が

 

は
で
こ
こ

、

と
ド
ン
ラ
ゴ
レ
も
で
中
の
そ

て
げ
上
り
取
を

し
介
紹

。
い
た

 

ぶ
遊
で
ド
ン
ラ
ゴ
レ

 

は
私

に
で
ま
れ
こ
、
し
入
購
を

。
た
し
問
訪
回
数

 

Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｌ

Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｊ

と
大

く
き

れ
さ
示
表

た

た
れ
ら
作
で

、
と
る
ぐ
く
を

エ

に
ス
ン
ラ
ト
ン

な
大
巨
は

モ
の
ン
ゴ
ラ
ド

子、
れ
ら
飾
が

も
ど

が
ち
た

記

る
い
て
し
を
影
撮
念

。

に
ア
リ
エ
心
中

る
あ

、

た
し
現
再
に
巧
精
を
物
建
の
地
各
本
日

ミ

－ SPACIA Report「 ま ち の 魅 力 」－

魅力其の一「水辺の魅力」

レゴランド&クルーズ名古屋
日高 史帆／大河原 章介 

まちはたくさんの魅力であふれています。 
新しく生まれた魅力、何気ない景色の中でうもれている魅力にも 

日々意識を向け、発信していきたいと思っています。 

5 



SPACIA Report                              特

集：まちを使いこなす 
 

 

ド
ン
ラ
ニ

は

。
る
あ
で
つ
一
の
玉
目、

、
に
特

梅
と
城
路
姫

が
度
現
再
は
ル
ビ
イ
カ
ス
田

高

る
あ
で
り
入
に
気
お
の
私
、
く

、
た
ま
。

や
者
場
来、

ゴ
レ

ド
ン
ラ

の
後
背

港
名

と
ン
ト
リ
ト

合面
て
え
見
に
う
よ
の
型
模
が
て
全、
り
さ
わ

い
白

で
定
限
も
ど
子

き
で
が
と
こ
る
乗

、
が
る
あ
も
の
も
い
な

レ

に
季
夏

場
来

エ
ビ
ソ
ア
ズ
ミ
う
あ
け
か
を
水
が
士
同
者リ

ど
な
ア

は

。
た
め
し
楽
に
分
十
も
人
大
、

 み
な
お
あ
ら
か
駅
屋
古
名
は
ス
セ
ク
ア

七
十

、
分

利
車

路
道
速
高
は
に
用

IC

、
で
結
直

も
場
車
駐

千
五

あ
が
裕
余
な
分
十
で
容
収
台

、
た
ま。
る

通
交
上
水

の

せ
わ
合

る

、
と

。
い
高
分
十
は
性
便
利

 

 

屋
古
名
が
ド
ン
ラ
ゴ
レ

る
え
変
を

 

強
が
向
志
元
地
は
人
屋
古
名

打
値
お、
く

る
す
視
重
を
感
ち

う
い
と

。

で
ド
ン
ラ
ゴ
レ

も

キ
な
々
様
る
す
関
に

１

Ｙ
Ａ
Ｄ

、
ど
な
売
販
の

や
み
込
り
取

元
地

。
つ
立
目
が
策
遇
優

 
年
今

四

に
月

は

館
族
水
や
ル
テ
ホ
営
直

国、
ら
か

内

者
場
来
の
ら
か
外

を

込
び
呼

む

。
る
き
で
待
期
が
と
こ

ド
ン
ラ
ゴ
レ

鎖
閉
が

る
え
変
を
屋
古
名
な
的

よ
る
な
と
剤
爆
起

て
げ
上
り
盛
て
げ
挙
を
域
地
う

い
し
ほ

。 ）
高
日
（

 

 

 
始
開
を
航
運
ら
か
日
八
月
十
年
昨、
に
次

 目
る
図
を
出
創
い
わ
ぎ
に
の
港
屋
古
名
と

、
る
す
復
往
を
ア
リ
エ
と
な
み
と
心
都
で
的

通
交
上
水
る
す
を
航
運
期
定
に
日
祝
日
土

ブ
イ
ラ
ま
し
さ
さ
。
る
あ
で

24

場
船
乗
の

を
々
我
で
ま
頭
ふ
城
金
の
点
終、
し
由
経
を

し
由
経
を
場
船
乗
の
中
途。
る
れ
く
で
ん
運

ラ
な
た
新
の
屋
古
名。
る
あ
も
便
通
直
い
な

ブ
イ
ラ

24

ロ
グ
設
施
合
複
な
的
力
魅
は
に

え
加
に
設
施
光
観
の
存
既
は
に
頭
ふ
城
金

う
い
と
ド
ン
ラ
ゴ
レ
に
う
よ
た
し
述
先、
て

て
い
お
に
出
創
い
わ
ぎ
に。
る
あ
で
り
か
ば

。
う
ろ
だ
る
き
で
待
期
が
果
効
乗
相

 
 

験
体
を

 

さ
さ
。
る
あ
で
載
満
が
力
魅
な
々
様
、
と
る

ブ
イ
ラ
ま
し

24
か

、
と
る
す
発
出
が
船
ら

き
趣、
や
ギ
サ
オ
ア
む
佇
に
辺
水
な
か
や
穏

庫
倉
る
あ
の

群

運
川
中、
ら
が
な
見
を
ど
な

び
ん
の。
る
な
と
と
こ
る
す
行
航
ず
ま
を
河

し
楽
を
景
風
な
か
ど
の
で
中
の
船
む
進
り

風
て
出
に
板
甲

、
た
ま
。
い
良
ち
持
気
も
の
る
じ
感
を

は
船

通
を
下
の
橋
の
も
つ
く
い
る
か
架
に
河
運

、
が
る
す
過

の
ら
れ
こ

は
橋

も
と
と
群
庫
倉

、
に

を
観
景
い
し
ら
河
運

し
出
り
く
つ

い
て

る
。

て
し
そ

河
運
川
中
、
と
む
進
く
ら
ば
し

口
川
中
る
え
い
と
ト
イ
ラ
イ
ハ
の
ア
リ
エ

と
河
運
川
中
は
こ
こ。
る
す
着
到
に
門
船
通

場
る
す
節
調
を
位
水
る
な
異
の
港
屋
古
名

も
り
た
れ
ば
呼
と
河
運
マ
ナ
パ
ニ
ミ、
で
所

に
前
の
目
と
る
け
抜
を
門
船
通。
い
白
面
て

族
水
港
屋
古
名。
る
く
て
け
開
が
港
屋
古
名館

み
進
は
船
に
目
横
を

、

て
し
港
出
度
再。
泊
停
間
の
か
ず
わ

ら
ば
し

く

行
航

と
る
す

は
度
今

の
ン
ト
リ
ト
港
名

く
て
え
見
が
姿

る
。

と
ん
だ
ん
だ

に
前
眼

迫

な
大
巨

あ
で
大
壮
は
姿
の
橋
大

い
高
も
り
よ
塔
ビ
レ
テ
は
塔
主
の
橋
大。
る

だ
る
け
だ
た
い
て
し
得
納
ば
れ
す
明
説
と

 

管
港
屋
古
名
や
市
も
後
今、
は
河
運
川
中

々
我。
る
あ
で
画
計
く
い
て
れ
ら
め
進
に
実

 

）
原
河
大
（

 クルーズ名古屋の色鮮やかなデザインの船体 

ささしまライブ２４のグローバルゲート 

中川運河沿いの倉庫群が運河らしい

景観をつくり出している 

レゴで再現された梅田スカイビル 
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